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再建なった神戸市街



自然への理解と畏敬のもと、美しく豊かな国土と持続可能な社会づくりに貢献します

　台風が常襲し、地震が多発する、我が国の厳しい自然条件下、これら自然災害から人の暮らしを守り、社会・経済
活動を支える基盤をつくるとともに、良質な生活空間をつくるため、土木技術はその中心的な役割を果たしていま
す。この土木技術を学問として体系的に支えているのが土木工学です。
　土木学会は、1914年に社団法人として設立され、「土木工学の進歩および土木事業の発達ならびに土木技術
者の資質向上を図り、もって学術文化の進展と社会の発展に寄与する」（土木学会定款）ことを目指し、以下の三
つの柱のもと、さまざまな活動を展開しています。
・学術・技術の進歩への貢献
・社会への直接的貢献
・会員の交流と啓発
　会員は、教育・研究機関のほか、建設業、コンサルタント、官庁など多岐にわたる職場に属し、2002年 4 月末現在
の会員数は 4 万人余りです。活動の拠点は東京の本部のほか、地域ごとに設置された 8 つの支部があります。さ
らに、海外にも 3 つの分会があり、海外の21学協会と協力協定を締結し、交流を図っています。
　このほか、アジア土木学協会連合協議会（ACECC）への協力など、国際的にも積極的な活動を行っています。
　また、情報化、国際化の進展に伴い、高度化するニーズに応えて、2000年には土木学会技術推進機構を設立し、
土木学会認定技術者資格制度、継続教育制度等の事業にも取り組んでいます。

【土木学会とは】

都市交通基盤



●土木工学に関する研究発表会、講演会、講習会等
　の開催および見学視察等の実施
●会誌その他土木工学に関する図書、印刷物の刊行
●土木工学に関する調査、研究ならびに奨励、援助
●土木工学に関する学術、技術の評価
●土木工学に関する啓発および広報活動
●土木工学の発展に資する国際活動
●土木関係情報、図書、その他資料の収集・保管および
　社会への情報提供
●土木図書館の運営および管理
●土木工学に関する建議ならびに諮問に対する答申
●その他目的を達成するために必要なこと
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土木学会の事業（土木学会定款）



　土木工学は、人々の生活や経済を支える公共の施設整備から

国土計画に至るまでの事業に関わる計画，設計，実施、あるいは

施設や国土のマネジメントなどに関する技術を理論的に支える

学問体系です。

　土木学会は、専門的かつ中立的な第三者機関として、他の学

術団体等との連携強化を図りながら、土木工学と関連分野に関

する情報の収集、調査・研究活動を行っています。

　その活動にあたっては、コンクリート工学や構造工学などの基

礎分野から土木計画学などの応用分野に至るまで広範囲に30

の専門委員会を設置し、最新の土木技術、土木教育に関する調

査・研究を行っています。その成果は講習会、シンポジウム等の開

催、標準示方書等の書籍として出版し、広く学会内外に公開し、

普及に努めてきました。既刊の書籍は、示方書、技術書、講習会

テキスト等、合計240冊余に及びます。

　また、土木学会では直接調査・研究を行うだけでなく、国内外

の優れた土木事業や新技術開発、さらには土木工学、土木事業

に多大な貢献のあった方々に対し、厳正かつ中立的な立場から

評価を行い、毎年表彰しています。

　土木技術者が今後取り組むべき課題は、人口減少下における

都市の再生や国土の維持管理手法、地球環境問題への対応、適

正な維持更新技術、事業評価システム等効率的な社会資本整備

手法の開発など、これまでになく複雑化、広範化しています。土

木工学は本来、さまざまな専門的学問を組み合わせた体系です

が、土木学会としては、さらに社会科学も含めた他の分野の研究

者等とも連携し、問題解決にあたる所存です。

　土木学会では、国の内外を含め、社会に対して直接的に貢献

するため、以下のような活動を進めています。

・国内外の大規模な事故や災害に対して、速やかな緊急対応、

　復旧・復興への提言を行うため、緊急災害調査団を派遣し、学

　術的に原因を究明するとともに調査結果を公開しています。

　1998年の創設以来、2001年までの間に、11回（うち海外

　 4 回）の派遣を行いました。

・豊富な経験をもつ土木技術者を社会の要求に応じてご紹介

　することを目的として、技術者登録制度を設けています。また、

　土木学会認定技術者資格制度の定着により、よりよい土木事

　業に貢献します。

・土木学会の活動はホームページで広く人々に紹介されていま

　すが、今後は一般の方々のさまざまな疑問、問題などに対し、

学術・技術の進歩への貢献

社会への直接的貢献

治水・利水・環境保全

広域交通基盤流通・産業基盤 エネルギー基盤



　学会員と相互に意見交換できる情報受発信の環境整備も目

　指します。

　土木学会は会員および社会に対する情報提供、会員の社会的、

学術的活動への参画の機会と会員相互並びに社会との交流の

場を提供し、また技術者の資質向上に努めています。

（情報提供）

　会員に対する情報提供として、機関紙「土木学会誌」を毎月発

行するとともに、専門７分野別の「土木学会論文集」を年４回発

行しています。

　土木図書館は、土木関係情報、図書、そのほか資料を収集・保

存し、会員のみならず社会への情報提供を行うための総合的な

専門図書館です。

（交流の機会）

　毎年秋に行う全国大会では、学術講演会、研究討論会を中心

に、研究に関する情報交換、土木工学を取り巻く諸問題について

の一般参加者もまじえた意見交換を行い、議論を深める機会を

提供しているほか、特に海外からの参加者のために特別プログ

ラムを設定するなど、国際交流の場も設けています。

　また、各専門委員会主催による研究発表会、シンポジウム等も

年間多数開催し、より専門的な意見交換の場も設けています。

（技術者の資質向上）

  土木学会技術推進機構の事業として、倫理観と専門的能力を

有する土木技術者を評価し、これを社会に対し学会が責任をも

って明示することを目的として、土木学会認定技術者資格制度

を設けています。 また、土木技術者としての能力の維持・向上の

支援を目的とした継続教育制度、新しい技術の活用促進を支援

する技術評価制度、豊富な経験をもつ土木技術者の活用を支援

するための技術者登録制度も実施しています。

　土木学会では、ホームページなどを通じて社会とのコミュニケ

ーションに努めているほか、11月18日を土木の日と定め、多くの

方々に土木を身近に感じていただくためのさまざまな催しを行

っています。

　よりよい社会基盤整備のために、土木に関心をもつすべての

方々に会員への道を開いております。土木技術者のみならず一

般市民各位のご参加を心から歓迎いたします。

会員の交流と啓発

社会と共に歩む土木学会

講習会風景

土木図書館

出版物






